
令和元年 6月に開催された理事会及び評議

員会の決議により、菊池三郎前理事長からバ

トンを受けて泉田が新たに理事長に就任いた

しました。 

菊池三郎前理事長は、約 13 年間にわたっ

て（公財）原子力バックエンド推進センター

（RANDEC）を経営され、研究施設等廃棄物

事業の立ち上げ準備、福島復興等に関するコ

ンサルタント業務等に尽力されました。特に、

日本原子力研究開発機構（原子力機構）、中央

官庁、政界、電力関係者との幅広い交流に関

しては余人に代えがたいものがありました。

これまでの労に深く感謝申し上げます。 

RANDEC が推進する事業は、定款に記載

の以下の 4つの事業であります。 

1. 研究施設等廃棄物の集荷・保管・処理事業 

2. 原子力バックエンドに係る調査研究

3. 原子力バックエンドに係る成果等の普及

4. 上記の業務遂行で蓄積されたノウハウ・知

識の活用によるコンサルテイング 

これらの事業を公益的に推進することにより、

我が国の科学技術及びエネルギー事業の振興

に寄与していきたいと考えております。 

特に、研究施設等廃棄物の集荷・保管・処

理事業は、RANDEC の基幹事業であります

が、平成 23 年 3 月の東日本大震災とその後

の東京電力福島第一原子力発電所の事故によ

り原子力機構の廃棄物処分施設の立地活動が

停滞を余儀なくされております。国策として

の原子力施設の安全対策の強化という大方針

により、発電所や再処理施設等の安全審査の

見直しが行われている環境下では、新規の立

地に対して候補となる地域の対応も慎重にな

らざるを得ないという状況が続いています。

しかしながら、廃棄物処分施設は国益にかな

う事業であり、必要不可欠な施設ですので、

必ずや地域からの協力を得られるものと確信

しています。 

廃棄物処理事業は、大学・民間等の廃棄物

発生事業者からの事業化の期待を大きく受け

ておりますが、上記のように原子力環境の大

きな変動要因により大幅な遅延を余儀なくさ

れております。本計画を継続していくために

は、廃棄物発生事業者からのご支援が不可欠

となっておりますので、今後ともご支援をお

願い致します。 

（公財） 原子力バックエンド推進センター 

Radwaste and Decommissioning Center 

Jan., 2020  No. 113 

理事長就任にあたってのご挨拶 

（公財）原子力バックエンド推進センター 

  理事長 泉田 龍男 
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第 32 回 原子力施設デコミッショニング技術講座の開催 

情報管理部 

当センターは原子力施設の廃止措置技術の普及・啓発のため、標記の技術講座を毎年開催し

ています。32回目を迎えた今回は特別講演として東京電力の福島第一原子力発電所における廃

炉作業の現状について東京電力 HD（株）からご講演頂いたほか、発電所の廃止措置、発電所

廃棄物及び研究施設等廃棄物の処分技術など 9つの講演を行いました、各分野の専門家や廃止

措置活動に携わっている技術者から現場の状況と今後の動向が示されました。当日は悪天候の

中、多く方々のご参加を頂き、活発な質疑・応答も行われて成功裏に講座を開催することがで

きました。以下に、各講演の概要をまとめます。 

特別講演では、福島第一廃炉推進カンパニ

ーのプロジェクト計画部高橋正憲部長代理が

廃炉に向けた中長期計画の 4分野の作業の進

捗と最新の状況について話されました。まず、

汚染水対策の分野では、汚染水の浄化（汚染

源の除去）や地下水流入対策の効果が上がり

4年前に比し 1/3程度に汚染は低減したこと、

2020 年までに原子炉建屋外の建屋滞留水を

除去できる見通しが立ったことを述べられた。

燃料取り出しの分野では、１、2 号機での燃

料取り出し準備を鋭意進めていること、3 号

機では 19年 4月から取り出しを開始し 20年

度中の完了を予定している。燃料デブリ取り

出しの分野では、1～3号機の格納容器内の状

況把握に努め燃料デブリ取り出し工法の実現

性評価検討を続けていること、冠水方法が有

効と考えられるが気中取出し工法の検討も行

っておりその際のダスト飛散等の課題も調査

している。廃棄物対策等の分野では、固体廃

棄物を対象として当面 10 年間の廃棄物保管

計画を策定し、サイトの利用計画や廃棄物の

減容、処分方法もスコープに入れて処理施設

の整備も行うとしている。最後に、サイトで

日日働く作業者は 2015 年 3 月のピーク時か

ら 19 年 8 月で半数の約 3,600 人に減少し作

業者の被ばくも低減され、作業環境も大きく

改善されていることが紹介されました。 

次に、日本原電（株）が手掛ける東海発電

所及び敦賀発電所 1号機の廃炉の取り組みに

ついて立松篤廃止措置推進室長代理が講演さ

れました。東海発電所については、これまで

の廃止措置活動をレビューした後、No. 2 交

換器に引き続き、No. 1 についても解体完了

し、残るNo. 3 と No. 4 の解体を進めている。

固体廃棄物の発生と処分については、クリア

ランス可能なものを除くL3廃棄物の50年間

のサイト内処分方法が示された。廃止措置完

了予定が 2030 年として従来より 5 年程度伸

延（「原子炉安全貯蔵期間」の 5年延長）す

るとのことである。一方、敦賀 1号機に関し

ては 2017 年 2 月の廃止措置計画認可後の活

動内容を紹介されました。廃止措置工程、

BWR 炉の汚染の特徴、施設特性調査結果と

廃止措置計画策定の関わり、発生する放射性

廃棄物の量と区分、今後の規制等との関与に

関してリスクの段階的減少に対応する「段階

的アプローチ」の導入等の考え方を紹介され

ました。 
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原子力機構の「ふげん」の廃止措置に関し

ては、計画管理課中村保之マネージャーから

講演を頂きました。ふげんの廃止措置の経緯

と現状を紹介した後、今般認可された廃止措

置計画変更と対応する設備の合理的運用につ

いて具体的がなされ、ふげんの廃止措置開始

から 10 年以上を経て現状では不要となる設

備の維持に係るリスクの低減を図る目的で行

った今回の変更申請の認可により、プール水

の除熱設備（海水系含む）はバックアップも

含め不要となる。外部電源容量の見直し（275 

kV →77 kV）等である。それに伴う定期点

検項目の削減が図られた。一方、重要なこと

は老朽化したインフラ、設備の補修や交換、

新規設置等も廃止措置活動の基盤機能の維

持・管理に必要であり、実施するとのことで

ある。最終的な廃止措置完了の時期について

は変更なく令和 15～16年頃としている。 

発電所廃棄物の埋設処分の安全確保に関し

て戸田建設（株）の関口高志課長（現、日本

原燃）からその方策について学会等での技術

検討を踏まえ六ケ所埋設センターをイメージ

して説明されました。同時に低レベル廃棄物

（LLW）に関する処分先進国フィンランドの

方策の特徴について説明されました。処分場

の安全機能について、その確保の方法につい

て、操業中（埋設作業中）のみならず300年

後など長期的保管中の安全性の確保、処分の

リスクに対してALALA、BATのルール適用に

ついて手順と相関性を説明されました。フィ

ンランドの方策の特徴は一つのサイトに中低

レベル廃棄物を一括処分し、人工バリアの役

割が比較的小さいことである。反面、線量拘

束値は日本より小さいが、発生確率や長期の

核種放出量を指標としており、結果的に日本

と同じ程度の安全評価となっていること、処

分場の管理主体が国か事業者かの制度的な相

異も見られるとのポイントを示されました。 

発電所以外の放射性廃棄物処分に関しては、

原子力機構埋設事業センターの仲田久和副主

幹が講演されました。規制法改正で埋設事業

者が廃棄体の受入れ基準を定め、運用するこ

とになる。機構は埋設事業許可を受けた後に

受入れ基準を保安規定に定め原子力規制委員

会の認可を受けることになるため機構は本検

討を行った。一つは、固体廃棄物の固形化に

係る基準、廃棄体内の空隙に係る基準、廃棄

体の耐埋設加重に係る基準、埋設核種毎の最

大放射能に係る受入れ基準及び廃棄物埋設処

分地の安全機能を損なう恐れのある物質等に

係る受入れ基準の各項目について検討結果が

示された。一方、当センター三田敏男調査役

からはウラン・トリウムを含む廃棄物の廃棄

体としての放射能評価手法の開発内容につい

て報告した。具体的には、既にドラム缶内の

ウランの非破壊高精度測定法として「等価モ

デル法」があるが、それを天然放射性元素ト

リウムに適用した成果についてまとめました。 

次に、「どこに向かうのか、我が国の核燃

料サイクル政策」と題して河田東海夫元核燃

料サイクル開発機構理事の講演では、日本の

核燃料サイクルの在り方、その中心に位置す

る Pu 利用の考え方、取るべき政策について

紹介がありました。脱炭素社会、化石燃料の

長期見通し、エネルギー自給率、再生エネル

ギーへの賦課金の急激な増大等に直面する日

本のエネルギーとしては、「一定規模の」原

子力発電が現実的であり、課題はあるが再処

理、Pu 利用が基本となる。核燃料サイクル

否定論の論点は、技術的妥当性や客観的分析

を外れており的を得ないとことを説明された。

また、再処理せず使用済燃料を直接処分する

場合の課題は極めて大きく、日本での選択は
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不可能とさえいえること、主要な原子力利用

国で再処理路線から撤退したのは米国のみで

あること（カーター大統領命令）を力説され

ました。最後に、持続可能な原子力の実現に

向けては、既に地上に累積するウランとプル

トニウムだけで（新規ウラン資源や濃縮も不

要）超長期の発電が可能であること、MA リ

サイクルにより高レベル廃棄物処分が可能と

なれば処分場負担軽減も可能であることを示

された。 

最後の講演は「国内外の原発の廃止措置の

現状と今後の展望について」と題し当センタ

ーの渋谷進フェローが報告しました。はじめ

に、当センターがまとめた世界にける30年以

上にわたる発電炉の廃止措置活動から学んだ

こと（Lesson Learned）を説明しました。廃

炉の動向に関しては、米国、英国、フランス

及びドイツの状況を、また、日本に関しては、

東電福島第一発電所事故以降に廃炉となった

原発を含め20基程度が同時に廃止措置活動を

進めた場合の廃棄物処分やクリアランス等に

対する合理的枠組みや制度整備が遅れており

現状に危機感を抱く人が多い。いわば、本来

の廃炉の円滑な推進に必要な社会的カルチャ

ーの未熟性が我が国では顕在化していること

が示された。今後は、欧米の廃炉先進国の経

験や困難・良い事例を基に効率的作業、規制

機関との対話、放射性廃棄物管理、地域住民

との信頼関係の構築を念頭に事前の計画、最

終状態の事前の策定が廃止措置の成功の基盤

であることを認識して行動する必要がある、

と結びました。 

今回の技術講座に際し、最新のデータや情

報を綺麗なスライドで紹介された各講演者の

方々に感謝いたします。また、各講演に最後

まで真剣に拝聴され活発な議論にご参加頂い

たことに主催者としてお礼申し上げます。来

年も同時期に開催する予定です。

第32回 デコミッショニング技術講座のプログラム（敬称略） 

＜特別講演＞ 福島第一原子力発電所における廃炉作業の現状 高橋 正憲 

１．東海発電所及び敦賀発電所１号機における廃止措置の取組み 立松 篤 

２．「ふげん」の廃止措置状況と設備維持管理方法の見直しについて 中村 保之 

３．我が国における低レベル放射性廃棄物処分の安全確保の考え方と 

北欧フィンランドとの比較 関口 高志 

４．原子力発電所以外の放射性廃棄物処分検討の概要 

① 研究施設等廃棄物の埋設事業における廃棄体の受入基準について 仲田 久和 

② ウラン・トリウムを含む廃棄物の放射能評価手法の検討 三田 敏男 

５．どこに向かうのか、我が国の核燃料サイクル政策 河田 東海夫 

６．国内外の原子力発電所の廃止措置現状と今後の展望 澁谷 進 
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原子力科学技術委員会・原子力バックエンド作業部会 

廃棄物処理事業推進部 

平成 30 年 7 月に改訂されたエネルギー基

本計画において、多様な社会的要請の高まり

を見据えた原子力関連技術のイノベーション

の方針が謳われた。これを受け、原子力科学

技術委員会は、研究開発や基盤、人材育成に

係る課題に対して一体的・総合的に検討する

必要があること、また、原子力研究開発機構

（JAEA）における約 70 年間の廃止措置等、

バックエンド対策は大きな課題であるとの認

識のもと、効果的に課題への対応を検討する

ため、原子力科学技術委員会に設置する作業

部会の見直し・大括り化を行った。 

バックエンド関係では、これまでの「原子

力施設廃止措置等作業部会」及び「研究施設

等廃棄物作業部会」が、「原子力バックエンド

作業部会 1)」に統合された。全体としては 7

作業部会が 3作業部会に整理されている。 

新生の原子力バックエンド作業部会（以下、

作業部会）には、当センターからも委員 1名

が任命され、第 1 回は、令和元年 8 月 19 日

に、第 2 回が 12 月 4 日に開催された。以下

に、簡単に報告する 2)。 

1) 第 1 回作業部会

 会議冒頭に、今回の作業部会統合に至った

経緯、新生作業部会の委員構成などが事務局

より報告された。議題としては、第 1回目と

云うことであり、旧作業部会のこれまでの活

動の概要が紹介された後、JAEAからのバッ

クエンド関連の最近の動向、廃棄物の埋設処

分業務の実施状況が報告され、それに基づき、

質疑応答・討議がなされた。 

特記としては、バックエンド対策のマネジ

メント強化のため、バックエンド統括本部を

新設し指揮系統の一本化を図ったこと、また、

統括本部に企画部及び埋設事業センターを設

けたこと。また、原子炉等規制法に基づき、

原子力事業者等により廃止措置実施方針が公

表されたことを受けて実施した廃棄物量調査

の結果及び規制基準の改正方向を勘案して、

埋設処分対象の廃棄体物量等の見直し、それ

に伴う総事業費の再検討を行ったことが挙げ

られる。下図に見直された廃棄体物量を示す

（トレンチ処分約 53 万本、ピット処分約 22

万本）。 

トレンチ処分 

ピット処分 
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2) 第 2 回作業部会

議題として、JAEA における廃棄体処理の

加速に向けた取り組み及び旧廃止措置等作業

部会の中間まとめを踏まえたJAEAの取組み

状況、が取り上げられた。 

前者は、第二種廃棄物埋設事業規則等の改

正により、これまで仕様規定として定められ

ていた廃棄体（固型化材料や容器等）や埋設

施設に関する告示が廃止され、多種多様な性

状の放射性廃棄物に柔軟に対応できる廃棄体

等の製作及び埋設施設の設置が可能となるこ

とを受け、既に廃棄体化された廃棄物を対象

に、処理及び処分のプロセスを最適化し、処

理の加速やコストの大幅な低減を目指す対策

検討の取組みの報告である。JAEA では、以

下の 3点を検討課題とし、これまで複数回に

わたり原子力規制委員会原子力機構バックエ

ンド対策監視チームにおいて議論を実施して

きている 3)。 

・可燃物の分別除去作業を不要又は軽減す

る対策 

・有害物等の分別除去作業を不要又は軽減

する対策 

・放射能濃度評価に必要なサンプル分析作

業を軽減する対策 

これらの取組みは、今後廃棄体化される予

定の廃棄物にも波及する可能性も考えられる

ため、しっかりと取り組んで行くことを希望

したい。 

次の議題では、中間まとめでの提言等のう

ち「事業管理・マネジメント全般」に対する

検討状況について報告された。 

短期的視点として、

[A] 研究開発とは分離した目標管理の検討 

[B] JAEA内における研究開発部門と廃止

措置部門の段階的分離の検討 

[C] 複数年契約の試行的導入等の外注先企

業との契約方法の見直し 

中長期的視点として、 

[D] 現行の中長期計画期間を超える長期の

目標設定、事業管理の枠組みの整備 

[E] 廃止措置等で発生する放射性廃棄物処

理、管理、処分の在り方の検討 

[F] 廃止措置等に携わる人材確保対策の実

施 

[G] 複数年契約の試行的取組を踏まえたイ

ンセンティブ契約の在り方の検討 

の 7 点ついて、質疑応答・討議がなされた。 

議論のベースとなる共通的な問題認識は、

現行の原子力機構法に基づく業務の中では、

廃止措置等は研究開発業務の附帯業務とされ、

研究開発関連業務と一体的に実施されている

ことある。世界の経験からすれば、廃止措置

の安全かつ円滑・合理的な推進には、研究開

発あるいは生産事業・行為とは独立した廃止

措置実施体制の構築、いわゆる廃止措置マイ

ンドの醸成などが教訓として得られており、

討議はこれらの点に集中した。 

以上、簡単に作業部会における議論・検討

状況を報告したが、当センターの立場からは、

バックエンドの上流（廃止措置）と下流（廃

棄物処理処分）が抱える相互に関連する課題

が、同じ土俵の上で検討・議論されることで、

研究施設等廃棄物の処分事業の加速化が図ら

れることを期待したい。

 

1) 正式名称は、科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 原子力科学技術委員会 原子力バックエンド作業部会

2) 詳細は、以下の文部科学省ホームページを参照のこと

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/099/index.htm

3) 原子力機構バックエンド対策監視チームのホームページを参照のこと

https://www.nsr.go.jp/disclosure/committee/yuushikisya/jaea_backend/index.html
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三者協及び廃棄体検討ワーキンググループの開催状況 

廃棄物処理事業推進部 

1. 研究所等廃棄物連絡協議会（三者協）

三者協は、日本原子力研究開発機構（原子

力機構）、日本アイソトープ協会及び当センタ

ーの三者で構成され、原子力機構が進める研

究施設等廃棄物の埋設事業の進め方、事業計

画、技術事項や廃棄物の集荷・貯蔵・処理の

計画等について情報・意見交換を行い、処分

事業の円滑な推進を図るものです。 

令和元年 8 月 7 日に第 18 回三者協が開催

された。議題は、①埋設処分業務の実施状況、

②廃棄体検討WGの実施状況、であった。①

は炉規法関連の法改正に伴い、原子力施設の

廃止措置に伴い発生する解体廃棄物量も含め

た廃止措置実施方針を作成し公表することが

義務づけられたことに伴う埋設処分対象見込

み量の調査とその結果に対する施設の再検討

や事業計画の変更等であり、②は第 13 回廃

棄体検討WGでの結果報告であった。 

2. 廃棄体検討ワーキンググループ

廃棄体検討ワーキンググループ（廃棄体検

討WG）は、平成 25年度以降、三者協の下

に設置され、廃棄体化処理を円滑に行い、着

実に埋設処分を進めていくための検討を行っ

ている。

(1) 第 13回廃棄体検討WG 

7月 30日に開催され、①原子力規制委員会

の原子力機構に関わる監視チームの再編で新

設された原子力機構バックエンド対策監視チ

ームが、「廃棄物処理の加速に向けた検討」を

原子力機構に求めたことに対して、「廃棄物の

合理的処理処分方策の基本的考え方」を検討

している状況*、②「ピット処分及びトレンチ

処分に係る規則等の改正」（当時パブリックコ

メント中）**の概要、についての説明等であ

った。 

(2) 第 14回廃棄体検討WG 

11 月 26 日に開催され、①文科省の原子力

バックエンド作業部会（第 2回）に関わる「原

子力機構における廃棄物処理の加速に向けた

検討状況」及び②「ピット処分及びトレンチ

処分に係る規則等の改正概要」（当時パブリッ

クコメント集計を完了した段階）**、につい

ての報告とともに情報交換があった。 

* その後、9月 26日に監視チームへの第 2回目

の検討状況報告があり、年内に報告書作成の予定

である。 

** 令和元年 7 月 18 日にパブリックコメントを

開始し、12月 5日に原子力規制委員会規則第五号

として公布された。 
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RANDEC の事業・活動に関する近況報告 

福島環境回復・復興に関わる講習会への講師派遣 

企画部・総務部 

平成 23年 3月 11日の東京電力福島第一原

子力発電所（以下、T1F）の事故によっては

広範囲に及ぶ環境汚染が発生した。直後から

環境汚染の回復のための除染や除染等から生

ずる放射性廃棄物への対策が開始され、その

従事者養成ための各種の講習会が計画的に開

催されてきた。当センターは、当初より講習

会のテキスト作成や講師派遣などで、これら

の活動に協力してきた。講習会の内容や開催

実績、当センターの協力の詳細については、

RANDECニュース No. 108（2018年 2月）

において報告されている。 

T1F 事故から 7 年後の平成 30 年 3 月に、

環境省は、平成 29 年 3 月末に面的除染が概

ね完了、多くの地域で避難指示が解除された

こと、また、平成 30 年 3 月までに、帰還困

難区域を除き、すべての地域で面的除染が完

了したことを踏まえ、除染事業の実施で得ら

れた経験、知見、教訓を整理し、「東京電力福

島第一原子力発電所事故により放出された放

射性物質汚染の除染事業誌」（除染事業誌）を

同年 3月 23日に公表した。また、福島県は、

県内の帰還困難区域を除く全ての面的除染が、

平成 30年 3月 19日に終了したことを公表し

た（「市町村除染の取組み」平成 30年 3月）。 

以上の状況により、福島県主催による除染等

業務講習会は、令和元年度における業務従事者

コース 2回、現場監督者コース及び業務監理者

コースそれぞれ 1回の開催をもって終了するこ

ととなった。当センターでは、従来通り後者 2

コースの講習会に講師を派遣した。 

現場監督者コースでは、講義 1日のプログラ

ム構成で、作業方法の決定と業務従事者の配置、

除染等業務従事者に対する指揮の方法、異常時

における措置等について講義した。 

現場監督者コースの講習会 

業務監理者コースは、同様に講義 1日のプ

ログラム構成で、放射性物質汚染対処特別措

置法や関係ガイドライン、除染電離則、除染

業務に係る技術指針に依って、市町村の行政

支援に必要な基本的項目を始め、データ管理

や除染等管理の流れ、放射線安全対策など実

務事項について講義した。 

業務監理者コースの講習会 
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いずれのコースにおいても、前述のように汚

染状況重点調査区域における面的除染の終了

を受け、講義内容には、現在計画的に進められ

ている仮置き除去土壌の中間貯蔵施設への搬

入の状況や仮置置場等の原状回復の状況など

が盛り込まれた。 

両コースのこれまでの実施期間、修了者の

実績を下表に示す。 

コース名 実施期間 修了者数 

現場監督者 H24～R1 4,276名 

業務監理者 
H24～H25 

H27～R1 
2,265名 

除染等業務講習会は、今年度で終了するが、

これまでの当センターの活動が、福島県内に

おける除染技術や放射線管理技術に関する人

材基盤の整備や効率的な除染の実施による環

境回復進展の一助になったとすれば幸いであ

る。 

一方、（公財）日本産業廃棄物処理振興セン

ターが主催する、「放射性物質汚染廃棄物の処

理に関する講習会」は、平成 23 年度から平

成 30 年度までに福島県の主要市町村におい

て年 2～3回、計 18回開催され、のべ約 1,000

名の受講者を数えている。今年度も開催は 1

回であるが実施された。 

汚染レベルが 8,000 Bq/kg 以下の廃棄物

（特定一般廃棄物または特定産業廃棄物）に

ついては、廃棄物処理法に基づいて、市町村

や事業者等あるいはそれらから委託を受けた

廃棄物処理業者等が処理することになる。こ

のため、本講習会は、市町村又は事業者等か

ら処理を受託して収集・運搬や処分を行う廃

棄物処理業者等を主な対象として、特措法及

び関係法令や関係ガイドライン等に基づき、

放射性物質とその人体や環境への影響に関す

る基礎知識、放射性物質汚染廃棄物の処理に

関する安全衛生管理に係る知識等について、

幅広く理解してもらうことを目的に開催され

ている。 

放射性廃棄物の処理に関する講習会 

以上、これまでの 8年間にわたる福島環境

回復・復興に向けた講習会について概観した。

講習会の開催に関しては大きな区切りを迎え

たが、福島における復旧・復興活動はこれか

らも規模を大きくして継続する。当センター

としても微力ながらも、今後とも支援に取り

組んで行く所存です。 
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外部機関の活動状況の紹介 

日揮の原子力バックエンド分野における活動と技術開発 

日揮株式会社 プロジェクトソリューション本部 

チーフエンジニア 椋木 敦 

1. 概要

日揮グループは、2019年 10月にグループ

経営体制の変更を実施し、持株会社体制へと

移行した。これにより、日揮株式会社は、グ

ループ全体の戦略立案及び事業会社の統括管

理等を担う持株会社「日揮ホールディングス

株式会社」となり、これまで取り組んできた

事業のうち、海外オイル・ガス分野及び海外

インフラ分野のプラント・施設の EPC（Engi- 

neering, Procurement, Construction）事業

は「日揮グローバル株式会社」が遂行し、国

内 EPC事業は「日揮株式会社」（以下、日揮）

が取り組むこととなった。 

原子力分野を担当する「原子力ソリューシ

ョン部」は、「日揮株式会社」の「プロジェク

トソリューション本部」に所属する。 

日揮は、使用済核燃料の再処理工場、原子

力発電所の放射性廃棄物処理施設及び放射性

廃棄物処分施設等の核燃料サイクル施設の設

計・建設を通して我が国の原子力利用に貢献

するとともに、東京電力福島第一原子力発電

所の事故からの復興にも貢献しているが、今

回はバックエンド分野を中心に実績と取り組

みを紹介する。 

2. 主要な業務及び実績

(1) 使用済燃料の再処理工場建設 

日揮は、東海村の再処理施設をフランス

SGN社と共同で設計・建設・試運転を実施し

た。また、低レベル系の廃液処理・貯蔵施設、

アスファルト固化技術開発施設、高レベル廃

液貯蔵施設及び固体廃棄物貯蔵庫等、多くの

施設を建設した実績を有するとともに、再処

理工場の運転、保守にかかる作業経験を有し

ている。 

青森県六ヶ所村の再処理工場では、アクテ

ィブギャラリ（主に機器と機器を結ぶ配管が

多数設置される配管分岐室）配管工事と高レ

ベル濃縮廃液貯槽設備工事の実績を有する。 

また、ガラス固化溶融炉の模擬試験、遠隔

保守・解体設備試験及び運転訓練を行うこと

を目的としたガラス固化技術開発施設が

2013 年に完工されたが、日揮は機械、電気、

付帯設備の設計・調達・建設役務を担当した

（図 1）。 

図 1 ガラス固化技術開発施設 

(2) 原子力発電所から発生する放射性廃棄物

処理設備 

日揮は、原子力発電所から発生する放射性

廃棄物を対象に多くの処理技術を有しており、

①ろ過装置、②セメント固化、アスファルト

固化並びにプラスチック固化等の固化装置並
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びに③高温焼却炉を納入するとともに、④廃

棄物処理施設を設計・建設した実績がある。 

また、原子力発電所から日本原燃㈱の六ヶ

所埋設センターに廃棄体を搬出するための搬

出検査装置の納入実績も有する。 

原子力発電所に保管されている高線量樹脂

の処理法として、湿式分解法を開発中である。

本処理方法では、鉄触媒存在下H2O2を作用

させることで樹脂の有機成分を 99.9%以上酸

化分解することができ、パイロット規模の分

解試験及び実廃棄物を使用した実証試験も実

施している（図 2）。 

図 2 使用済樹脂分解パイロット試験装置 

最近、放射性廃棄物の新固型化材料として、

ジオポリマーが注目されている。日揮も 2015

年から、ジオポリマーを使用した固型化技術

の開発に着手した。基礎試験を通し、従来の

セメントに比較して Cs 等の放射性物質の保

持性能に優れること、結晶水（構造水）がな

いことから、水の放射線分解による水素発生

を抑制できることを確認しており、実機化に

向けた検討を進めている。 

(3) 放射性廃棄物処分及び原子力施設廃止措

置におけるソリューションの提供 

原子力発電所や再処理施設等の放射性物質

を取り扱う事業者にとって、廃止措置及び放

射性廃棄物の管理（処理・処分）は、重要、

かつ、喫緊の課題である。 

日揮では、放射性廃棄物の処理施設、処分

施設及び再処理施設の設計・建設等で培った

知見・経験に基づき、放射性廃棄物処理・処

分、原子力施設の廃止措置及び福島復興に関

するソリューションサービスを展開している。 

(a) 廃棄物特性評価・技術基準に関する技術支援 

原子力発電所及び再処理施設の操業と解体

時に発生する廃棄物の放射能評価、特性解析

及び技術基準にかかわる検討、海外再処理廃

棄物の仕様承認等において、技術面から事業

者を支援している（図 3）。 

廃棄体

スキャン

回転t

非破壊外部測定

Key核種
濃度

サンプリング
放射化学分析

難
測
定
核
種
濃
度

Key核種濃度

核種分析データの評価

相
関
性
の
確
認

スケーリングファクタ (SF)

難測定核種/Key核種

難測定核種
放射能濃度

実廃棄体

図 3 廃棄体放射能濃度決定方法の概要
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(b) 日本原子力学会の学会標準に関する技術支援 

日本原子力学会標準委員会は、原子力施設

の安全性と信頼性を確保してその技術水準の

維持・向上を図る観点から、学会標準を発刊

している。日揮は、学会原案を作成する各種

分科会、専門部会及び標準委員会に参加し、

これらの作成に貢献している。 

(c) 低レベル放射性廃棄物処分に関する技術支援 

放射性廃棄物埋設施設の基本要件検討をは

じめ、廃棄体技術基準作成、事業許可申請の

支援及び安全評価等を通じて、放射性廃棄物

の処分に関する国内外の深い知見と経験を蓄

積しており、放射性廃棄物処分に関する幅広

い技術支援を実施している。 

(4) 地層処分に関する技術支援 

地層処分対象である高レベル放射性廃棄物

（HLW）及び TRU廃棄物等の施設概念、廃

棄体閉じ込め技術、人工バリアの設計・ハン

ドリング技術及び安全性の検討を通じて、地

層処分に関する研究開発に貢献している。 

HLWについては，人工バリアの特性試験、

設計・製作及び実証試験を実施しており、機

械装置として人工バリアの搬送定置装置の設

計・製作、埋め戻し充填装置及び人工バリア

回収装置の設計検討等を実施している（図 4）。 

図 4 幌延実証試験施設（緩衝材定置装置） 

TRU廃棄物については、地層処分の安全評

価において重要な放射性核種の一つである

I-129の長期閉じ込め技術として BPIガラス

固化技術を開発中である（図 5）。 

図 5 BPIガラスパイロット試験装置 

3. 研究開発施設

1984 年に茨城県大洗町に設立した技術研

究所は、工学規模の実験を実施する研究設備

と放射性同位元素（RI）を使用できる管理区

域を有し、放射性廃棄物処理・処分関連技術

の実証、実用化及び廃止措置に関わる R&D

に取り組んでいる（図 6）。 

図 6 大洗技術研究所の全景 
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バックエンド技術情報 

１．米国原子力発電所の低中レベル廃棄物管理の進歩 

廃棄物処理事業推進部 秋山 武康 

米国で毎年埋設されている商用原子力発電所（NPP）からの低中レベル廃棄物（L/ILW）の

量は、前世紀の最後の 20年間で劇的に減少した。廃棄物量は乾燥廃棄物（DAW）とウェット

廃棄物の両方で、また、PWR と BWR ともに廃棄量が減少した。この埋設処分量削減の主な

原動力は処分費用の増加であり、今世紀のバルク処分施設の出現は低レベル廃棄物の埋設費削

減につながった。米国の規制緩和された電力市場に対応して NPP 運転費をさらに削減する努

力は、処分費の削減と相まって、廃棄物量の削減とリサイクルへの意欲をそいだ。一方、廃棄

物の最小化は引き続き費用効果が高いままである。本報告 1)は、米国での廃棄物削減の経緯を

レビューし、NPPの現状について説明しているので、紹介する。 

1. はじめに

1980 年には米国で 3 か所の L/ILW 処分場

が稼働していた。3サイトのうち、1990年代

まで、1 つのサイトは北西部のみにサービス

を提供し、別のサイトはクラス A廃棄物に制

限されていた。このため、1980 年から 1998

年にかけて埋設処分費用が増加していた。 

これらの埋設処分費用は主に処分量に基づ

くため、処分量削減が主要なコスト管理手段

となった。図 1 と 2に PWRと BWRの年間

平均処分量の変化を示す。 

図 1  PWR 1 基当たりの処分 L/ILW量 

図 2  BWR 1基当たりの処分 L/ILW量 

2. DAW 削減の段階

(1) 初期の DAWの削減 

DAW を減らす最初の手段は、汚染物質か

らのクリーンな材料の分離と金属廃棄物の除

染であり、放射線管理区域（RCA）への包装

材の持ち込みを制限することが 1980 年代の

最初の一歩であった。"Green is clean"プログ

ラムがほとんどの NPP で確立された。RCA

の広い領域が調査され、緑色容器に収集され

た廃棄物は、調査後 9割程度がクリーンとし

て放出され、DAW埋設量を最大 50％削減し
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た。この間、金属廃棄物は除染され、自由に

放出された。 

米国で最初のオフサイト商業廃棄物処理施

設は、金属除染専用であった。1980年代には、

多くの NPP がスリーマイル島事故対応で、

燃料プールの再構築を図ったため、大量の金

属廃棄物が発生した。 

(2) プラスチック廃棄物の処理 

米国の発電所には、防護服の洗濯に関する

規定があり、表面汚染区域（CSA）で着用し

た布製カバーオール、ゴム手袋、ブーツは洗

濯され、再利用された。一方、汚染防止のた

めに、多くの使い捨てプラスチックが使用さ

れた。使い捨てプラスチックを梱包するため

に圧縮機が導入され、オフサイト超圧縮サー

ビスも有効であった。圧縮梱包よりも焼却が

低コストのため、塩ビ等の使用を制限した。 

(3) DAWの最小化 

DAW のオフサイト処理サービスは廃棄物

処理量を大幅に削減したが、NPPコストを大

幅には削減しなかった。1990年代のコスト削

減の圧力により、NPP経営者は廃棄物発生源

の調査と発生済み廃棄物の処理業の取得を余

儀なくされた。調査の結果、使い捨ての汚染

物資が洗濯や再利用可能なものへ変換された。 

この DAW の最小化は、米国の廃棄物量を

削減するプロセスの後半で達成された。図 3

に DAW削減の進化段階を示す。 

図 3 原子力プラントの 

  材料管理技術の進化 

DAW 削減の主な要因は、NPP 全体の運転

コストを削減し、収益を増加させようとする

経済的な動機であり、DAW 最小化の主要な

手段は使い捨ての汚染防止用品の使用制限で

あった。燃料交換による停止期間の短縮は、

収益増加とコスト削減を達成する優れた方法

であり、DAW の生成も少なくなる。この停

止期間は、10 年前の 50～60 日から 30 日あ

まりに減少している。 

米国で廃棄物量削減が非常に成功したため、

原子力発電運転協会（INPO）は廃棄物処理

量を性能指標とすることをやめた。今世紀で

はどの程度の廃棄物処理を追求するかは経営

判断になった。 

米国における DAW 削減の歴史をレビュー

する他の国にとっての利点は、焼却可能な製

品代替の段階を省略できることである。洗濯

可能なアイテムの広範囲な使用に直接移行し、

不必要な使い捨て汚染管理アイテムの使用を

排除することにより、かなりの労力とコスト

を節約できる。 

(4) 2000年以降の DAW管理 

NPP管理者は、発生する廃棄物量を削減す

るために、米国内で選択できる多くのオフサ

イト処理オプションがある。これを支援する

ため、電力研究所（EPRI）はコンピュータ

ーソフトウェアコードを開発した。このコー

ドは、廃棄物処理オプションの経済分析を実

行でき、廃棄物処理業者や処分場料金の評価

用ビジネスツールとしても機能する。 

今世紀、米国の乾燥地域に大量処分施設が

出現したことにより、低レベル廃棄物の処分

料金はコンテナ化処分施設料金の約 3 分の 1

に削減された。この結果、廃棄物の圧縮や焼

却の意欲をそいだ。 

また、EPRI は INPO が LLW 量の追跡を

停止した空白を埋めるために、今世紀の NPP

で発生した年間 DAW 量の追跡を開始した。
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2008年以降、米国の平均年間DAW発生量は、

BWR で 70～100 ton、PWR で 40～60 ton

となった。 

3. ウェット廃棄物削減の段階

(1) 初期のウェット廃棄物削減 

ウェット廃棄物処理量も同じ期間に削減さ

れた。最初は、使用済み樹脂のセメント固化

を停止し、代わりにこの廃棄物を高性能容器

で脱水することにより、ウェット廃棄物処理

量が減少した。液体廃棄物の蒸発は、多くの

NPP でろ過及びイオン交換システムに置き

換えられた。 

(2) イオン交換の改善 

1980年代後半の選択的イオン交換媒体、ポ

リマー添加、分離層の使用により、放射性廃

棄物処理システムでのイオン交換媒体の処理

能力が大幅に向上し、使用済み処理媒体の量

が減少した（図 4）。 

図 4 原子炉から排出される水系混合廃棄物 

放射性廃棄物処理システムへの液体投入量

の削減も追求され、ウェット廃棄物量削減の

取り組みは、ウェット廃棄物のオフサイト処

理サービスの出現前に実施された。 

(3) ウェット廃棄物の乾燥 

放射性廃棄物蒸発器を運転し続けた NPP

のいくつかは、1980年代半ばに廃棄物乾燥機

を追加して濃縮物を粉末化したり、セメント

固化とビチューメン廃棄物を結合することに

より、これらのユニットを増強した。オフサ

イトの蒸発サービスは、1990年代に米国で利

用可能になった。 

(4) 樹脂の熱分解 

1990年代に、オフサイト処理業者でのウェ

ット廃棄物の熱分解が米国で利用可能になっ

た。 この多くは、復水浄化及び放射性廃棄物

処理システムからの低レベル樹脂に焦点を合

わせていた。 熱分解により、使用済み樹脂の

埋設量を 1/30に減らすことができる。多くの

NPPは、現在、これらのオフサイト処理サー

ビスを利用している。 

(5) 改善されたろ過 

ろ過を改善することにより、さらにウェッ

ト廃棄物の削減が達成された。プレコートフ

ィルターでは最小限のプレコートが適用され、 

実行時間の改善と廃棄物プレコート量が削減

される。多くの廃棄物処理システムでは、層

状炭素媒体フィルターベッドが使用され、イ

オン交換ベッドの上流のプレフィルターとし

て機能するだけでなく、イオン交換媒体を汚

す可能性のある有機物も除去できる。 

1990年代に、遠隔操作のシールドせん断機

を使用した高活性カートリッジフィルターが

採用され、このフィルターの廃棄量を 1/4 に

減らすことができる。 

(6) ウェット廃棄物削減の現段階 

ウェット廃棄物削減に関して膜技術の適用

が見られる。固体分離を改善するために、逆

浸透膜又は限外フィルターの装置を設置して

いる。膜分離の装置からの流出水はイオン交

換床に送られ、排水全体の水質が改善される。 

米国では高レベル樹脂は脱水され、2012

年開設の処分場では高品質容器を必要としな

い。中低レベル樹脂も脱水され、多くのNPP

ではオフサイト熱処理により樹脂量を減らし

ている。コストを更に削減するために、複数
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の発電所で樹脂削減の取り組みが実施されて

いる。 

今世紀、米国ではオフサイトフィルターの

破砕とセメント固化が利用可能になったこと

により、廃棄物量の削減だけでなく、低コス

トのクラス A廃棄物が作られる。 

DAW の管理と同様に、米国ではウェット

廃棄物処理に多くのオプションがあり、

EPRI の開発したソフトウェアコードがウェ

ット廃棄物処理の評価等に使える。 

4. 廃棄物の特性化

米国でのクラスB及びC廃棄物の処分料金

はクラス A 廃棄物の 10 倍であるため、高レ

ベル放射性廃棄物量を削減する大きな動機付

けになる。 

廃棄物の特性付けが過度に保守的であるこ

とは、非常に費用がかかることになる。過去

のデータやスケールファクターの利用から、

より詳細なデータを取得できる。この詳細デ

ータから、より正確な核種の放射濃度を得て、

典型的には廃棄物クラスを低くすることがで

き、廃棄コストが削減される。 

5. 結論

米国で埋設されているNPPからの L/ILW

の量は、前世紀の最後の 20年間で劇的に減

少した。廃棄物量を削減するために、最小化

手段（廃棄物の生成を回避するプロセス）と

容積削減手段（生成された廃棄物の容積を低

減する処理プロセス）の両方が採用されてい

る。 

 廃棄コストの増加は、米国の廃棄物削減の

主な推進力となっている。規制緩和された電

力市場に対応するために、全体のNPP運転

コストをさらに削減するという最近の圧力に

より、更なる廃棄物の削減がもたらされた。

図5に設備利用率と年間L/ILW廃棄量の関係

を示すが、設備利用率を高めることと廃棄物

処理量の削減は関係が深い。自明であるが、

燃料交換の期間が短くなると、収益が増加し、

廃棄物の発生も少なくなる。 

図 5 年間 LILW廃棄物量と設備利用率 

低中レベル廃棄物の処分費用は、そのよう

な処分場を制限したいという一般の要望に基

づいて高くなる。この高い処分コストは、廃

棄物最小化の実践、廃棄物処理技術の著しい

進歩、廃棄物管理の競争激化につながる。し

たがって、成熟した市場では、利己的な目に

見えない手が、公益的な、低中レベル廃棄物

を含むあらゆる種類の無駄を排除するよう努

めている。

参考文献 

1) C. C. MIller, “Progress in L/ILW Management at Operating NPP in the USA,” WM2019

Conference, March 3–7, 2019, Phoenix, Arizona, USA. 
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２．バーセベック 2 号機の原子炉内機器遠隔切断からの教訓 

   泉田 龍男 

 スウエーデンのバーセベック 1 & 2 号機は、原子炉の廃止措置が進行しており、原子炉内機

器の解体も進められている。この作業はウエスチングハウス社が受注して進められており、バ

ーセベック 2 号機での実施例が報告 1)されているので紹介する。 

1. はじめに

ウエスチングハウス社は、バーセベック発

電会社からバーセベック原子力発電所 1 & 2

号機の原子炉圧力容器内部の全ての機器の解

体切断を請け負った。この発電所は、ABB 社

が設計した沸騰水型原子炉（615 MW×2 基）

であり、スウエーデン南部のマルモから 30 

km に位置する。 

1 号機は 1999 年 11 月に永久停止し、2 号

機は 2005 年 5 月に運転停止した。バーセベ

ック発電所は、スウエーデンで解体される最

初の商業用原子炉である。本報では、2 号機

サイトでの作業実施状況について報告する。 

2. 作業範囲

ウエスチングハウス社の受注範囲は、炉内

機器の水中切断と解体、事前検討と必要な機

器の製作と許認可、切断物の廃棄物容器への

移送、廃棄物容器のハンドリング、切断屑の

捕捉及び切断作業中の水を清澄に保つための

フィルターシステム、さらには原子炉内機器

のサンプリング（約 70 ｻﾝﾌﾟﾙ）である。 

バーセベック 1 & 2 号機で切断されるべき

炉内機器は以下である。 

・蒸気乾燥器 

・気水分離機 

・炉心シュラウドカバー 

・上部格子板 

・炉心シュラウド 

・底部炉心シュラウド 

・試験サンプル用移送管 

・給水スパージャー 

・炉心スプレースパージャー集合体 

・炉心スプレー管 

・ホウ素注入管 

・制御棒案内管 

・燃料チャンネル 

・中性子検出器案内管 

・計装用プラグ 

これらの解体作業は2016年に開始された。 

3. 施設内の物流

バーセベック 2 号機の原子炉キャビテイは

炉内機器貯蔵用プール（SPI）に近接してい

る。そのため、このプールが切断作業の実施

場所として選択された。このプールは、作業

時における機器操作者の放射線遮蔽に充分な

深さを有している。切断機器のメンテナンス、

修理及び除染用のスペースは、原子炉フロア

ーに設けられた。そこには、修理とオーバー

ホールを容易に実行できる特別なスタンドが

設けられた。 

廃棄物収納コンテナーには、内容積 5.4 m3 

と 7.5 m3の容器が使用された。これらは廃棄

物の放射能レベルに応じたものであり、スウ

エーデンでの廃棄物収納プロセスとして承認

されたものである。廃棄物の収納は、切断に

使用されたハンドリング装置が用いられた。
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切断片が容器内で満杯になると、廃棄物容器

に移してプール内から撤去される。これは施

設内の中間貯蔵建屋に移送される。 

切断作業開始前に以下の養生が実施された。

重量物の制御不能な落下事故によるプール内

張りの破損リスクを低減するために、鉄製の

防御版が床面に設置された。また、原子炉プ

ールへの破片の侵入を防ぐために異物混入防

止用障壁が設けられた。 

4. 原子炉内機器の切断

 原子炉内から抜き取った機器は、貯蔵用

プール内の回転テーブルに 1 個ずつ静置した

後に、多種類の切断機器で切断される。切断

機器はディスクソー、バンドソー、せん断機

器などである。切断片はバスケットもしくは

コンテナーに収納される。 

蒸気乾燥器（SD）の切断には、スエーデン

やフィンランドでの実施経験に基づきディス

クソーが使用されたが、複雑な形状に対応す

るために種々の設置機器が検討された。工程

短縮のために、SD と制御棒案内管（CRGT）

が並行して切断された。CRGT は最初ディス

クソーで５分割した後、減容のためにパンチ

ングマシンで縦方向に切断される。図 1 に

CRGT と SD の切断と収納の状況を示す。 

CRGT と SD の作業終了後に、気水分離器

と連結した原子炉シュラウドカバー（CSC）

が原子炉から移送される。気水分離器が分解

された後に、CSC が工作機械用スタンドとと

もにターンテーブル上に設置される。このス

タンド上に CSC を設置して切断作業を行う

が、その前にノズル管が切断除去される。ノ

ズル管の切断終了後に、CSC は炉心スプレー

システム(CSS)を受け入れるために上下反転

された。この重量物の反転作業は困難な作業

であった。CSC と CSS はバンドソーとせん

断機器で切断された。 

5. 廃棄物管理

 初期の事前検討時に想定した種々のデータ

は、切断作業中に採取した多くのサンプルデ

ータで検証された。サンプルの分析データと

初期の想定データが比較され、初期の計画が

適正であることを確認した。切断物は適切な

廃棄物コンテナーに収納される。図 3 に原子

炉建屋から移動している廃棄物コンテナーの

状況を示す。 

現在の時点でバーセベック 2 号機の炉内機

器全てが切断され、総計 2176 個の切断片が

収納された。切断長は約 1,500 m に及ぶ。 

6. 切断用機器の撤去とプールの清掃

 切断作業で生じる切断屑は、それぞれの作

業中に除去が行われているが、最終的な SPI

のクリーニングは、切断機器が SPI から撤去

された後に実施された。切断用機器は、高圧

水洗浄で行われた。必要があれば、除染剤で

拭き取られる。プールの底に堆積した切断屑

の塊は、特殊なスコップ状の工具で除去され、

最終的なクリーニングは水中での吸引装置を

用いて実施された。 

バーセベック 2 号機で使用された切断用等

の切断機器はコンテナーに収納してバーセベ

ック 1 号機に運ばれて、2018 年 1 月から同

様の作業に使われる。 

7. 結論

 バーセベック 2 号機での厳しいプロジェク

トから多くの教訓が得られた。最も重要な教

訓を以下に記す。 

・顧客との良きコミュニケーションが、良

き支援をもたらし、信頼が増大する。 

・3-D モデルに基づく詳細な切断計画と収

納計画が、実際の切断作業を円滑に進め 

るために必要である。 

・炉内機器の切断には機械的な切断が有 
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効であり、プール内の視界が良く維持 

された。 

・サイトで再組立て可能なフレキシブル 

な工作機械が非常に有効である。 

ウエスチングハウス社は、ドイツとスエー

デンで精力的に炉内機器の解体切断業務を実

施している。これらのプロジェクトでは、デ

ィスクソーを中心とした機械的切断が多用さ

れ、成功裏に進捗している模様。 

我が国もこれから原子炉解体が開始される

が、きわめて参考になる事例と思われる。

参考文献 

1) T. Dahl, P. Segerud and J. Boucau, “Lessons Learned from the Remote Reactor Vessel

Internals Segmentation at Barsebäck 2,” WM 2018 Conference, March 18‐22, 2018,

Phoenix, Arizona, USA.

図 1 蒸気乾燥器（SD）と制御棒案内管 図 2 炉心シュラウドの切断作業 

（CRGT）の同時切断作業 

図 3 廃棄物容器の移送状況 
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３．ユーロケミック再処理プラントにおける 

廃液貯蔵タンクの遠隔除染技術 

技術開発部 渡士 克己 

ユーロケミック（Eurochemic）再処理プラントでは、発電用原子炉の燃料の処理から高レベ

ル廃液約 50 m3、研究炉燃料から約 850 m3の廃液が発生し、それぞれ横置きタンク 2 基及び

縦置きタンク 1 基に貯蔵されていた。これらのタンクが設置されているセルの線量率は高く、

汚染されたセル壁・タンク表面、及びタンク内に放射性堆積物が存在するため、廃止措置を可

能とする除染技術の調査と選定が必要となった。これらのタンクの遠隔除染装置が報告 1)され

たので、紹介する。 

1. ユーロケミックの概要

ユーロケミック再処理プラントは、欧州 13

か国で構成する合弁会社が所有・運転していた

が、1974 年末に運転を停止し、1978 年にベル

ギー政府へプラントの所有権の移管が決定さ

れた。その後、ONDRAF／NIRAS（ベルギー

放射性廃棄物・濃縮核分裂性物質管理機関）に

管理が引き継がれた。ONDRAF／NIRAS は独

立した子会社の民間企業としてベルゴプロセ

ス社を設立し、プラントの維持、廃棄物の処理、

貯蔵等の業務を行うようにし、1986 年末に廃

止措置が決定された。 

ユーロケミックで生じた核分裂生成物の溶

液が 1986 年にガラス固化されるまで、3 つの

タンクに貯蔵されてきた。105X と 122X のセ

ルにある高レベル液体放射性廃棄物の貯蔵に

使用されていたこれらのタンク（図 1）は、

1980 年代に処理液のガラス固化後に洗浄し

た。 しかし、これらの容器には、塩の形で放

射性物質の残留物がまだかなり含まれており、

貯蔵容器から残留物を除去する必要があった。

残留物除去後、除染され、その後廃棄された。 

1986年から 1992年にかけて行われたユー

ロケミックのタンクの化学的洗浄は成功裏に

終了したが、線量率はまだ高く、事前の遠隔

除染なしでは広範囲の生体遮蔽を必要とした。 

除染技術の特徴として、汚染表面積が広い

こと、大量の固体不溶性沈殿物の存在、タン

ク及びセルには除染や解体のための設備の設

置がないこと、さらに、放射性残留物質に関

する情報には限界があったことが挙げられる。 

ベルゴプロセス社とONDRAF／NIRASは、

廃棄物の物量最小化に重点を置き、廃棄物処

理の合理化のために、下記項目を掲げた。 

・放射性核種の拡散を最小限に抑える 

・放射性廃棄物の生成を最小限に抑える 

・有価部品のリサイクルと再利用の最適化 

・処理技術選定による放射性廃棄物量低減 

1992 年に、一層の効率的な化学的除染方法

がないことから、費用便益評価に基づいて化

学的除染の中止が決定された。他のタンクの

除染経験から、高圧水噴射は、廃棄物の量を

最小限に抑えながら金属表面から放射性汚染

物質を除去するのに非常に効果的であること

が示されたことを受け、この方法の採用が決

まった。 

2. 除染技術の選択

 高圧水噴射による湿式除染では、高圧水を

貯蔵タンクの壁に噴射して、放射性粒子を除
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去し、水に再懸濁させる。生成された液体排

出物を汲み上げて放射性粒子は収集される。 

高圧噴射が最適手法であるが、全ての残留

物の除去・収集のためには、機械的除染方法

も取り入れる必要がある。放射能レベルを下

げることができないセルの一部の除染や、貯

蔵タンクの壁から汚染粒子を除去する目的で

機械的除染が使われた。機械的除染で除去さ

れた固形廃棄物は、収集し容器に収容された。 

化学的除染や機械的除染の後、タンクの放

射能レベルがまだ高すぎて作業に取り掛かれ

ないときには、ゲルを用いた化学的方法によ

って除染した。 

全ての除染作業では、専用に設計・製作さ

れた昇降装置を用いて、遠隔制御によって必

要な種々の工具等をタンクに入れることがで

きた。操作と監視は、操作室及び監視室から

行った。 

3. 複雑な環境に適合させるシナリオ

現場環境は複雑であり、実際の除染作業を

念頭に、手段を複数準備した。主要な手順を

下に記す。 

・介入セルの構築及び貯蔵タンクへのアク

セス穴に関する準備作業 

・タンク（優先的に 2 つの縦置きタンク）

の遠隔除染をまず行い、内部配管及び機

器を撤去した。除染中に生成されたろ過

液を再循環するため、予備の保管タンク

を準備した。 

・縦置きタンクの除染 

・貯蔵タンクの実際の廃止措置 

4. 汎用性の高い作業エリアの設計

最初の技術的課題は、作業領域を準備する

ことであった。実際、操作員が作業している

タンクセルの上の格納容器（介入セル）の建

設に加えて、この介入セルからタンクへの気

密アクセスが必要であり、複雑なエリアを通

過する必要がある。 

介入セルが構築されると、タンクセルコン

クリートの最適な場所にアクセス穴を開けた。

その後、これらの穴への保護シャフトを設置

し、挿入機器の配置期間中コンクリートが汚

染されるのを防いだ。 

準備期間中の技術的な課題は、種々の配管

やエアダクトがタンク上部のスペースを横切

って、タンク上部へのアクセスが遮断されて

おり、配管とエアダクトを切断する必要があ

ったことである。これらの一部は継続して使

用する必要があり、シールして切断する必要

があった。タンク上部へのアクセスを開く作

業は、遠隔起動装置を用いて、介入セルで作

業員が行った（図 2）。 

タンク上部へのアクセス道が開くと、シャ

フトがアクセス穴に挿入され、掘削機を使用

して、壁に開口部を作成する。 

タンク容量が大きく、除染作業の選択肢の

拡大、挿入機器の大きさ制限への柔軟性確保

から、縦置きタンク上部に二つのアクセス穴

が作成され（中央穴と 1 つの補助穴）、横置

きタンクでは、その中央、東側、西側に各々

1 つの穴を準備した（図 3）。 

さらに、操作の柔軟性を考慮して、セルの

配置を考えた。すなわち、機器の保管エリア、

各アクセス穴上の遠隔制御昇降装置、エアロ

ック、トランスファー扉、出し入れを可能に

する気密トランスファーシステムなどの考慮

や、操作員、機器、固形廃棄物や試料の出口

が検討課題であった。すべての介入セルにカ

メラと窓を設置し、制御室とセル外の両方か

ら操作を監視できるようにした。 

生体遮蔽はセル壁及び機器（シャフトとそ

のシールド）に機能を持たせ、操作員による

介入セルでの作業を可能とした。
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5. 機器セットの選定

 機器設計の技術的課題は、作業実施可能な

高さの確保、アクセス穴に挿入する装置の大

きさなど、さまざまな妥協点を見つけること

であった。 

このため、道具を持ち上げて操作する前提

で製作された装置類は伸縮マストで作られて

いる。タンクの底に到達するのに十分な長さ、

あらゆる方向にさまざまな装置を持ち上げて

操作できるロボット腕（図 4 及び図 5）を採

用した。これによって、タンク内のほぼどこ

ででも除染装置を使用できる。 

6. 貯蔵タンク内部配管の切断

 タンク内には、取り外さなければならない

タンクドームから吊り下げられた配管、主に

冷却コイルが含まれている。縦置きタンクで

は、配管は約10 mの高さに吊るされており、

セル内での人間の手作業が複雑になる。タン

ク内の配管を除去すると、除染の効率が向上

するので、横置きタンクでは高さが制限され

ているが、タンク内部の配管も撤去した。縦

置きタンクでは、切削工具をロボット腕で直

接持ち上げて処理することができないため、

これらの配管を取り外すのは簡単ではない。

専用の吊り下げ装置を開発して対応した。 

水平容器の場合、配管切断操作はロボット

腕で直接持ち上げて操作できるので、相対的

に軽い切断装置で実行可能であり、吊り下げ

装置は水平容器では使用されなかった。 

貯蔵タンクの高圧水噴射による除染作業に

使用される主な機器は、位置を固定してあら

ゆる方向に 360°の高圧水による除染が可能

な多方向稼働洗浄ヘッドである。ヘッド

には 2つの回転式噴射ノズルが装備されてお

り、ウインチ（図 6）によってタンクに挿入

される。流量 300 ℓ/ min、1.000 bar の水圧

は、3.5 m の距離から表面を処理するのに最

も効率的であった。 

これに加えて、ロボット腕に取り付けられ

た一方向高圧ジェットノズルを用いて、例え

ばホットスポットが見つかった場所など、一

部の表面を局所的に処理することが可能であ

る。この二次的なノズルには、300 bar の圧

力と 80 ℓ/ min の流量の水が供給される。 

生成される液体排出物は、いくつかのハイ

ドロサイクロンを使用してポンプで送られ、

ろ過される。縦置きタンクの大きさから、ポ

ンピングはカスタムポンプで行われる。高圧

噴射によって生成される排水の量は 250 m3

未満と推定された。 

湿式除染後、ブラッシングなどの追加の機

械的除染が行われた。その後、残留物を収集

し、バスケットなどでタンクから排出された。 

7. まとめ

事前の調査研究によって高圧水噴射が最適

な除染技術として選択され、使用した結果、

その機能が実証された。しかし、機械的除染

で補完し、タンク内の残留物を収集し、湿式

除染では十分に除染できない箇所を処理する

必要のあることが分かった。調査・研究中に、

縦置きタンクの内部配管の遠隔切断技術の準

備が必要であることが分かった。 

得られた経験として、除染の進行に応じて

最適な手順を提供できるのは操作員の分析と

専門知識のみであることが明らかとなった。 

参考文献 

1) Bart Eerdekens, Pierre van der Heyden, Willem Notelteir, Marnix Braekeveldt and

Gunter Van Zaelen, “Remote Decontamination of the Storage Vessels in Building 105X and 

122X at the Belgoprocess Site,” KONTEC 2017-0006. 
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図 1 除染する貯蔵タンク   図 2 タンク上部の介入セル 

図 3 横置きタンクへのアクセス穴 図 4 タンク上部の配管切断 

図 5 器具操作用装置 図 6 洗浄ヘッドとウインチ 
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４．ドイツ再処理実証試験施設（WAK）の解体 

（高レベル放射性廃液施設の解体経験） 

企画部 梶谷 幹男 

ドイツ再処理実証試験施設（WAK）は、カールスルーエ原子力工学研究所（KfK 後に FZK）

に 1971 年建設開始、約 20 年間の稼働後、1991 年から解体を実施している。現在、最終段階

の跡地の緑地化に向けて進行中である 1)。ドイツ連邦政府の政策変更等により施設活用の変遷

を経ているが、多くの技術的解体実績を蓄積しており、その概要を報告する。 

1. はじめに

WAK 施設は 1967 年に FZK 敷地に燃焼度

20,000～25,000 MWd/tU の使用済燃料を年

間 35 t 処理する規模で計画された。この施設

は、1971 年に建設を開始し 4 年後に稼働し

た。20 年間に研究炉用燃料、6 基の発電炉用

燃料を 208 t（HM）再処理し、1991 年 6 月

に操業を終了した。WAK は、ドイツ再処理

会社（DWK）が経営を、また、WAK-BG が

施設運転を担当し、総括責任は FZK が担っ

た。この施設には、高レベル廃液の貯蔵建屋

（HWL)と貯蔵・蒸発建屋（LAVA）があり、

LAVA の 2 基のタンクには、60 m3の高レベ

ル廃液が貯蔵されていた（図 1）。この廃液の

放射能インベントリは約 8×1017 Bq あり、こ

れらの廃液をガラス固化する必要があった。

そのために、新たにガラス固化設備（VEK）

を設置し、処理を行った。WAK 施設の解体

は増設した VEK を含めて、表 1 に示すよう

に 6 ステップの計画で、1991 年から開始し、

当初は 2005 年に終了し、2009 年には緑地化

される予定であった。

表 1 解体ステップ 1～6 とその内容 3）、4） 

解体ステップ（実施時期） 概   要 

ステップ 1（1991～1994） ・保守・点検作業軽減のため、不要な補助設備の解体 

ステップ 2（1995～1999） ・接近可能なエリアのプロセス装置の手動・遠隔による解体 

ステップ 3（2000～2016） 

・主要処理建屋にあるプロセス・補助設備の解体 

・主な部屋・セルの除染と管理区域の解除 

・主要プロセス建屋から高レベル廃液貯蔵施設の分離 

・高レベル廃液分析のため、90 t 遮へいの新マニプレータ

ーを LAVA 建屋に設置 

・残留した高レベル廃液固化のため、ガラス固化設備（VEK）

を設置・稼働 

ステップ 4（2010～2011） ・高レベル廃液固化後に、高レベル廃液を含む建屋（HWL

と LAVA)及び VEK の規制解除 

ステップ 5（2008～2019 予定） ・手動・遠隔による HWL、LAVA、VEK の解体 

・全ての部屋とセルの除染と管理区域の解除 

ステップ 6（2019～2023 予定） ・全ての設備・建屋の解体撤去と緑地化 
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2. 許認可について

今回の解体ステップ 5の許認可はドイツ連

邦政府から 2011 年 12 月に得られた。本工程

は高レベル廃液を含む建屋（HWLと LAVA)

と VEK を含む施設の解体が中心である。

LAVA にある 3 基の高汚染セル L3、L4、L5

の遠隔自動解体工事が大きな課題であった

（図 1、表 2）。

表 2 解体設備の実測放射線量率（L3、L4、L5 セル実測値）1) 

設備・機器名 セル番号 
最大線量率 

（Sv/h） 

高中低の 

線量区分 

タンク L3 70 高レベル 

通常タンク L3、L4、L5 1 高レベル 

廃液移送配管 L4 0.4 中レベル 

オフガス移送管 L3、L4、L5 0.2 中レベル 

オフガススクラバー L5 0.1 低レベル 

蒸発缶 L4 0.001 低レベル 

3. 特殊作業と放射線管理

1）セル上部からの垂直遠隔解体工法によ

り高レベル線量域で遮蔽ボックスに人が入

っての手動解体作業、汚染機器の撤去、排

気系設備機器の撤去等を実施した。 

2）最初に高レベル廃液の貯蔵建屋にクレ

ーンホールの確保と自由作業空間を確保し

た。 

3）中央制御室に遠隔監視用のビデオ装置

を複数設置した。また、クレーン設置とと

もに遠隔解体用のマスターコントロール

ロボット装置を整備した（図 2、図 3）。 

4）4 基の遮蔽セル及び VEK ガラス溶解炉

のオフガス排気系や後工程まで使用する

換気空調設備は、高線量汚染系統であり解

体工事が難題であった。拡散する二次汚染

散防止の対策も重要であった。 

4. 解体工事の実態

1）WAK解体工事は6ステップで実施され、

コスト予定は 3300 MDK であった。解体方

法は①遠隔自動解体、②半遠隔自動解体、

③手動解体の 3方法である。作業環境は 0.5

mSv/h 以下の空間線量率を維持し、年間許

容線量は 20 mSv/y 以下を厳守した。実績

は許容値の 1/5 の 4 mSv/y-人に留まった。 

2）事前の①遠隔自動機器使用・モックア

ップ機器訓練、②詳細な作業内容を計画し

担当者の習熟度向上、が重要となる。③解

体用治具使用、金属部品切断は機械切断法、

せん断切断法、金属板切断機法の利用の組

み合わせ、熱切断方法は使用が限定された。

④汚染 80 mmφ配管の遠隔切断には油圧

せん断機を使用している。 

3）処理工程の建屋には、①高線量域で解

体作業に垂直型遠隔装置（ロボット）を設

置、②セルホール内の床に 3 m 高クレーン

の設置、③50/5 kg 型ホイスト・自由度 8

の双腕型マニプレーターを設置、④切断に

は油圧せん断機を使用、⑤除染にはダイヤ

モンド・デイスク・グラインダ、ハックソ

ーを使用、⑥セル水平型遠隔解体法の機器
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やクローラ型削岩機も使用。 

4）作業チームは、①大型マニプレーター

担当技術者、②監視カメラ 2 台以上の運

用・道具類担当調整者、③クレーン運転・

廃棄物ドラム缶移送・廃棄物収納と移送担

当技術者の 3 名で構成した。 

5）廃棄物量 

廃棄物の概要は固体廃棄物 55,000 t、液

体廃棄物 3,200 m³、ガラス固化キャニスタ

130 本、雑固体廃棄物 75,000 t が発生廃棄

物であった 3)、4)。 

5. むすび

解体工事の遂行には当初の計画内容の充実

が重要である。 

廃止措置開始前に実施すべき項目は、①施

設の総放射能インベントリの把握。②最大放

射線量率の測定・区域把握、線量マップ解析。

③解体終了時までオフガス系の換気・空調機

能の持続的な運転。④遠隔機器等の開発・活

用にモックアップ実証訓練を実施し技能習熟

を行う。⑤廃棄物等の貯蔵保管施設を確保。

⑥放射線サービス部門は未解体施設へ移す。

図 1 WAK 施設の解体ステップ 5 の解体建屋（HWL と LAVA）2) 
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(a) 電動マニプレーターシステム  (b) 遠隔解体設備機器（垂直型遠隔装置作動中） 

図 2 解体装置の例 1) 

(a)遠隔自動解体装置 (b) カメラ監視・制御モニター 

図 3 監視カメラシステム組み込みの遠隔解体作動映像 3) 

参考文献 
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of the German Reprocessing Facility (WAK) – Progress and First Experiences in Hot

Application of Remote Techniques,” WM2017 Conference, March 5-9 2017, Phoenix, AZ.

2）K. J. Birringer, J. Fleish, et al., “Concept for Dismantling the HLLW Treatment Facility 
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５．米国 TRU 廃棄物処分における廃棄体減容と低コスト化への方策 

東海事務所 榎戸 裕二 

TRU 核種を含む廃棄物は“PVC（塩化ビニール）バッグ等で密封”し、安全な内容器と必

要に応じて遮蔽機能を有する外側容器に収納し、基本的に中レベル廃棄物として浅地中処分と

は別に地層処分場に埋設される。現在、欧米では、TRU 廃棄物も含め、中レベル廃棄物処分場

の設計・建設が進められているが、米国の DOE 所管の WIPP 処分場では既に TRU 廃棄物を

受け入れている。WIPP 処分場では、現時点で収容能力 176,000 m3の半分以上が埋設され、

その大半を占める PVC バッグで密封された CH（Contact Handled: 遠隔操作を必要としない）

廃棄物に代わる、新規の密封方式による処分場の早期の満杯を回避する代替技術の開発・適用

が提案 1)されているので以下にその概要を述べる。 

1. はじめに

WIPP 処分場（ Waste Isolation Pilot 

Plant）の TRU 廃棄物とは、原子番号 92 以

上でα線放出核種を含む半減期 20 年以上の

100 nCi/g 以上の放射能の廃棄物をいう。現

在、CH 廃棄物は予定領域の 96％を占め、RH

廃棄物（Remote Handled: 遠隔操作する）

は 4％に過ぎない。一方、“PVC バッグアウ

ト”方式は産業界で経験のある確実な方法で

はあるが、内部被ばく防止上の防護服、マス

クの着用を必要とし作業中のニアミスはよく

起こり、また、作業員の被ばくは無視できな

いため、作業には熟練者が従事することにし

ている。このため、LANL（ロスアラモス）

研究所がバッグのない TRU 廃棄物移動シス

テムの検討を始め、国の輸送基準や処分場の

安全要件に適合したうえで、WIPP へのドラ

ム缶数量の極小化の実現を図った。なお、我

が国でも原子力研究開発機構等の TRU 核種

を扱う施設ではTRU廃棄物にはPVCバッグ

が用いられている。 

2. CRL 社製の RTP の構造と廃棄物コンテナの

装脱着手順 

図 1 に CRL 社（Central Research 

Laboratories）の開発した RTP（Rapid 

Transfer Port: 迅速移送ポート）による TRU

廃棄物コンテナの GB（グローブボックス）

壁面ポートへの取り付け、取り外し及び GB

内のダブルドアの動作方式を示す。 

① ダブルドアの一枚を廃棄物コンテナの

フランジ内に持つコンテナ（空又は廃棄

物装荷）を壁面ポートに取り付て、ハン

ドルで固定する。 

② 外部操作でコンテナのフランジ部のダ

ブルカバーは GB 内部のポートドアに移

動したダブルカバー内の一枚と一体にな

りコンテナから引き離されて GB内に引

き込まれる（コンテナと GB は行き来可

能となり内容物の装脱着が可能）。 

③ GB 内のダブルドアを手動で閉める（蓋

をする）、外部からダブルドアを切り離す

操作（レバー操作）で切り離す。 

④ コンテナ側のダブルドア一枚がコンテ

ナのフランジ部に固定し、コンテナの密

封性が担保される。ポートは別の一枚の

ダブルドアで密封性が確保される。 

⑤ 最後にコンテナを GB から脱着する。
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3. WIPP 輸送及び処分用 200 ℓドラム缶への

収納 

対象となる TRU 廃棄物は、民間施設と軍

施設から今後施設解体で発生する多量の廃棄

物に加え、WIPP の CH 及び RH 廃棄物の受

入れ基準が絶えず変更されることに伴い詰め

替えを必要とする多くのものがある。DOE

ではこれらの廃棄物を 200 ℓドラム缶に高密

度で充填し ドラム缶の発生量の大幅な低減

を図る。図 2 には、GB で集められ処理され

た TRU 廃棄物を装荷したコンテナの内容物

をドラム缶に収納する方法を示す。GB から

取り出された廃棄物は GB 床に定置されたダ

ブルドア用フランジが取り付けられた 200 ℓ

ドラム缶に収納する。ドラム缶の脱着は作業

員 1 名で 3 分ほど実施できるため、時間短縮

と線源から近距離の手作業でできる本方法で

は ALALA 指針に従った最小線量率での作業

ができる。LANL の経験では、バッグ等を使

用しない TRU 廃棄体への変更によって少な

くとも 20％の廃棄物容量の低減ができると

している。 

4. CRL 社製廃棄物ドラム缶輸送システム

（WDTS）の安全性について 

ドラム缶内壁のライニングは、内部の密封

性を効果的に保つ唯一の層である。ドラム缶

の蓋となる部分には気体の拡散性の高い

HEPAベントフィルターが取りつけられてい

る（図 3）。廃棄体に求められる要件は、ドラ

ム缶ライニングの密閉性、ライニングには高

い水素の拡散係数を有することであり、バッ

グアウトした廃棄物を収納したドラム缶以上

に大部分の廃棄物に対して可燃性ガスの蓄積

を回避できる能力がある。また、ドラム缶の

ライニングが有機物質であっても廃棄体を最

大の崩壊熱限度及び核分裂性物の最大等価質

量のまでの廃棄物量を収納しても廃棄体要件

が確保される。このように Pu-238 に汚染さ

れた大型の有機物質、デブリ廃棄物、核分裂

性物質のドラム缶内濃度を最大にできるため

WIPP に送るドラム缶数の低減が可能となる。 

5. 費用と効果

LANL の評価では、WIPP ドラム缶の廃棄

体製造、廃棄体確認等のコスト（設備費は除

く）は$13,000 である。CRL 社のフィルター

付ドラム缶コスト、従来の PVC バッグアウ

ト費用が約＄180 に対して、＄1,200 であり

かなり高価ではある。しかし、WDTS におい

て使用されるドラム缶のコストは高価である

が、WIPP で検査、輸送、廃棄体確認費用も

含めドラム缶数を大きく削減できること及び

WIPP 施設を拡張しない分のコスト減をも考

慮すれば、本法の費用低減効果は極めて大き

い。これまで DOE などにおいて WIPP 処分

場拡張のコスト評価がされていないのはこの

ためである。 

参考文献

1) S.D. Chunglo and P. Carson, “WIPP Space Faces TRU Waste Disposal Limits: The

Volume Reducin Solution,” WM 2018, March 18-22, 2018, Phenix, Arizona. 
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図 1 Rapid Transfer Port（迅速移送ポート）の概念図 

 

 

図 3 WDTS（TRU 廃棄物ドラム缶輸送 

  システム）の概念図 

図 2 廃棄物コンテナの取扱いイメージ 
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L
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0
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5
 M
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9
9
8
年
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ツ
2
9
基

　
 九

州
電

力
は

玄
海

発
電

所
2号

機
（P

W
R

：出
力

55
.9

万
kW

）の
廃

炉
を

20
19

年
2月

に
決

定
し

、
4月

廃
止

措
置

計
画

書
を

原
子

力
規

制
庁

に
提

出
し

た
。

新
基

準
へ

の
適

合
が

敷
地

ス
ペ

ー
ス

の
関

係
で

難
し

く
運

転
継

続
の

経
済

性
等

を
総

合
的

に
判

断
し

た
結

果
と

さ
れ

る
。

東
北

電
力

女
川

原
子

力
発

電
所

１
号

機
の

廃
止

措
置

計
画

書
は

2
0
1
9
年

7
月

提
出

さ
れ

て
た

。
女

川
1号

機
の

廃
止

措
置

費
用

は
約

41
9億

円
、

玄
海

2号
機

は
約

36
5億

円
で

あ
る

。
20

19
年

11
月

末
時

点
で

の
日

本
の

廃
炉

数
は

2
3
基

と
な

っ
た

。
海

外
で

は
、

米
国

の
T
M

I-
1号

機
（P

W
R

：出
力

92
6M

W
）が

20
19

年
9月

20
日

に
、

ま
た

、
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
の

リ
ン

グ
ハ

ル
発

電
所

ー
2号

機
（
P

W
R

：
出

力
9
0
0
M

W
）
が

2
0
1
9
年

1
2
月

1
7
日

に
恒

久
運

転
停

止
す

る
予

定
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

結
果

、
世

界
の

恒
久

運
転

停
止

し
た

原
発

総
数

は
11

月
末

現
在

で
17

8基
（台

湾
含

む
）
と

な
っ

た
。

な
お

、
今

報
告

か
ら

台
湾

の
廃

止
措

置
プ

ラ
ン

ト
情

報
を

追
加

す
る

。

廃
止

措
置

現
状

運
転

期
間

カ
ナ

ダ
6
基

安
全

貯
蔵

国

フ
ラ

ン
ス

1
2
基

安
全

貯
蔵

か
ら

解
体

中

廃
止

措
置

完
了

（
予

定
）
時

期

ブ
ル

ガ
リ

ア
安

全
貯

蔵
（
2
0
年

）
解

体
中

炉
型

施
設

名

未
定

廃
止

措
置

方
式

安
全

貯
蔵

中
（
Ｃ

の
処
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場

開
設
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2
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5
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安
全

貯
蔵

安
全

貯
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安
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貯
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未
定
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前報告から令和元年 12 月までの外部機関委員会等への参加者は以下の通りである。  

１．人事異動 

○評議員

新任（令和元年 11 月 1 日付） 退任（令和元年 10 月 31 日付） 

井尻 裕二（非常勤） 今村 聡（非常勤） 

〇職員 

   退職（令和元年 9 月 30 日付） 

廃棄物処理事業推進部課長 鈴木 康夫 

外部機関名 委員会等の名称 参加者氏名 開催日時 

原子力デコミッショ 

ニング研究会 
第 3 回～7 回定例研究会 澁谷 進 

令和元年 

6 月 21 日 

7 月 19 日 

9 月 20 日 

11 月 16 日 

12 月 20 日 

文部科学省・原子力科学

技術委員会 
原子力バックエンド作業部会（第 1 回） 澁谷 進 8 月 19 日 

経産省・資源エネルギー

庁 
基盤研究事業中間評価検討会（第 1 回） 澁谷 進 11 月 25 日 

文部科学省・原子力科学

技術委員会 
原子力バックエンド作業部会（第 2 回） 澁谷 進 12 月 4 日 

 委員会等参加報告 

総務部から 
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